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【研究課題】
　愛されて育つ子ども

【研究・研修の視点】
　私たちは子ども一人ひとりが，人として必要な知識及び豊かな心情と強い意志，体力を備え，自
らの力でたくましく生きていくことができる子どもの育成をねらいとしている。特に，幼児期の特
性や発達に適切に配慮した保育実践に努めている。これからの保育は子どもの個性や置かれている
環境などが多様化する中で互いに育ち合う教育・保育が強く求められている。そこで本園では，一
人ひとりの子どものニーズに基づく保育を展開するとともに，個としての子どもが生かされ，また，
集団としての子どもが生かされる保育実践に励んできた。実践の過程で実感したことは，子ども同
士，子どもと保育教諭間に「互いの存在を認め合う意識」，言い換えると「自分も友だちも先生も互
いを尊重し合い思いやりの心で共生していく」という人権意識に支えられていることが必要条件で
あることがわかった。

【研究・研修の手がかり】　
　私たちは，保育の場を構成する重要な要素である「子ども」，「教師（保育教諭）」，「教材・教具等」
それぞれの機能・役割について追及し，解明したことはこれまでなかった。
　このような現状を踏まえ，実践研究を進めていくときの手がかりとして次の三つを設定した。
　①　研究課題は，早急に取り組まなければならない緊急性のあるものであること。
　②　日々の実践活動で取り組み解決可能な課題であること。
　③　職員一人ひとりが実践によって解明できる内容であると共に，職員一体で共有して取り組め

るものであること。
　　　

【研究計画】
（令和６年度）
　一人ひとりの様々な違いを受け止め，互いに大切ないのちを生きているということを幼児が感
じられる環境づくりを，日常の生活の中でどの様に構築していくかを考える。
（令和７年度）
　互いの存在を認め合い，個と集団のそれぞれの機能・役割を生かした保育を目指して。

【発表の概要】
⑴　研究・研修テーマの捉え方
　一般的に教育・保育の場は，主に「子ども」，「教師（保育教諭）」，「教材・教具等」の三要素か
ら成り立っている。私たちはこの三要素の一つである「子ども」という要素をひとくくりでとら
えるのではなく，「個」（一人の個人）と「集団」（友だち・グループ等）の二つの要素に分け，教育・…
…
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「多様性の中で互いに育ちあう
教育の在り方とクラス集団の育ち」

　～互いの存在を認め合い，個と集団の
　　それぞれの機能・役割を生かした
　　保育を目指して～
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保育の場を構成する要素を「個としての子ども」，「集団としての子ども」，「保育教諭」，「教材・教
具等」の四要素でとらえることにした。
　また，「個としての子ども」及び「集団としての子ども」には，それぞれの存在機能・役割があ
ると認識すると共に，個と集団のそれぞれの機能・役割が相互に補完し合うことで効果が生まれ
ると想定した。
⑵　研究の内容
　「互いの存在を認め合う」という人権意識の視点に立って，「個」及び「集団」の二つの要素によ
る機能・役割はどのようなものか，又，二つの要素の関わりによる相乗効果はいかなるものかを
明らかにする。
⑶　研究の方法
　次の３項目を実践研究の視点として設定した。
①　「個」の機能・役割とそれを生かした取り組みについて
②　「集団」の機能・役割とそれを生かした取り組みについて
③　「個」と「集団」のそれぞれの機能・役割による相乗効果とそれを生かした保育について
⑷　実践例
　・　モンテッソーリ活動〔日常領域〕（主に個の機能・役割）
　・　折り紙製作（主に個の機能・役割）
　・　縄跳びの練習（主に個の機能・役割）
　・　発表会に向けてのオペレッタ練習（主に集団の機能・役割）
　・　トマトの栽培（主に集団の機能・役割）
　・　こいのぼり製作（個と集団の相乗効果）
　・　リレーの練習（個と集団の相乗効果）
⑸　まとめ
　生き生きとした保育活動の展開には，構成要素としての「子ども」，「教師（保育教諭）」，「教材・
教具等」の三要素が相互に機能し合うことが必要である。私たちは，子どもという要素を一くく
りでとらえるのではなく，「個」と「集団」に分析してとらえ，その機能・役割及び相乗効果を明
らかにすることができた。
　また，「個」や「集団」及び相乗効果が生かされた保育の展開には，子ども同士，子どもと保育
教諭間に愛情，信頼，思いやり，認め合い，相手の立場に立って物事を考えるなどの人権意識が
あり，これらに支えられていることが大切になることが分かった。
　特に，活動の場での子どもは「個」と「集団」と別々に存在するのではなく，それぞれの機能・
役割が相互に補完し合うことで相乗効果を生み，望ましい保育活動が展開できることも明らかに
することができた。
⑹　今後の課題　　
　場の構成要素の「子ども」については，「個」と「集団」に分析し，それぞれの機能・役割，相乗
効果について一応の成果を得ることができた。「個」の活動から「集団」の活動へ，逆に「集団」の
活動から「個」の活動へ移行するときには，媒体（橋渡し）の存在が必要不可欠な条件であること
も分かった。この移行の場では，子どもたちが活動を通して更に意欲を高め，自己肯定感をもつ
ことが大事である。そのためには，場の構成要素としての残りの二つの要素「保育教諭」及び「教
材・教具」についての機能・役割はどのようなものか，またどのようにあれば良いかを解明する
ことが今後の研究課題である。

【討議の柱】
・　「個」の機能・役割及び「集団」の機能・役割とそれを生かした取り組みについて
・　「個」と「集団」のそれぞれの機能・役割による相乗効果と，それを生かした保育について
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【問題提起についての感想・質疑応答】
（感想）・�　子どもが苦手なことや困難に直面した際，保育者

と子どもが一緒に解決するだけでなく，友達と励ま
し合ったり，周りの子たちを見て頑張ってみようと
いう気持ちになったりすることで，挑戦する気持ち
が生まれる。友達同士の関わりや集団の中での経験
が大事である。

（感想）・�　保育の現場は，子どもに「こうしてみたら？」と身
の回りのことについて声を掛けるだけでなく，「お友達
のお手伝いをしてくれる？」と促すことで，子どもが積極的に行動する姿が見られ，集団や
先生，環境からの刺激が子どもの成長を大きく促す環境である。

（質問）・�　集団の中で個にとってポジティブな経験と，ネガティブな経験とがあると思うが，その
経験の中でどのように成長に繋げているか。

（答）　・�　幼稚園には，必ずしも集団にとってプラスの影響を与える子どもばかりではなく特別な
援助や支援を必要とする子どもも在籍しているのが現状である。そうした子どもに対して
は，園で月に1回「教育相談」の場を設け，特別支援に精通している講師を園に招き，その
子どもや保護者に対する支援の仕方やアプローチの仕方などを職員がしっかり学び実践を
行っている。学んだ内容は保育教諭間で共有し，その子どもが少しでも集団の中に入って
動き，集団にとってプラスになるように，全職員一体となって取り組んでいる。

【グループ協議発表】
・�　教師の声掛けや子ども同士で，「できたこと」を「すごいね，上手だね」と褒め合うことで，で
きないことではなくできたことを褒めて伸ばし，成功体験を増やしている。

・�　鉄棒の練習では，苦手な子もいる中で，子どもたちが自由時間に自主的に練習し合い，全員
が達成できそうな目標を設定して協力する姿が見られる。

・�　縦割りクラスでは，年長児が自分がしてもらった経験を下の子に還元しようとする行動が見
られる。

・�　発達がゆっくりな子ども（例：箸が使えず手づかみで食べる子）に対して，教師が丁寧に理由（例：
今練習中であること）を説明することで，集団全体が多様性（「そういう子もいるんだ」）に気づき，
教え合うなど支援する雰囲気が生まれている。

・�　生活面でも，パンツを嫌がる子が友達と同じパンツを履きたいと感じることで自発的に行動
が変化したり，友達がお手伝いをしているのを見て自分もしたいと感じお手伝いを率先したり
するようになるなど，集団の相乗効果が見られる。このグループ討議を通して活動だけでなく
生活面においても個と集団の機能や相乗効果について改めて考える良い機会となった。

・�　発達のスピードが遅い子どもに対しては，個々の得意なことや好きなことを拾い上げ，そこ
から集団につなげるよう保育者が橋渡しを行うことで，多様性を認めつつ，集団でも成長でき
る環境が整うのではないか。

・�　子どもの体験を集団で共感し，遊びの展開につなげる保育を行うこと，子どもたちが協力し合っ
て活動することの重要性を確認した。

・�　ICTを活用した映画制作，作品発表などの事例を紹介。iPad操作が得意な子はそこを生かして表
現するなど，個々の得意分野を生かして一つの作品を作り上げ，それが次への意欲にもつながる。

・�　異年齢リレーでは，年長児が下の子に憧れられる存在となり，また年長児自身も周囲をサポー
トする意識が育まれる。

・�　集団が成長することで個人も成長し，逆もまた然りであることを確認した。
・�　個人の良い点を見つけるだけでなく，できないことにも目を向け，「できないからどうするの
か」を周囲の子が自然と教えたり，できないことに気づくこと自体を肯定的に捉えたり，集団で
お互いに声を掛け合う機会を設けることが重要である。

・�　集団が苦手な子にはスモールステップで小集団から経験を積ませ，大きな集団へと段階的に
参加できるようサポートしている。
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・�　支援が必要な子どもに対しては丁寧な説明や声かけも重要な課題であり，保育者の関わりの
重要性が再認識された。

【指導助言】
〇助言者：梁瀬 加那子先生（鹿児島市教育委員会 学校教育課 指導主事）
＜公開保育（清谿幼稚園）の振り返り＞
・�　清谿幼稚園の研究テーマが「幼児が主体的に取り組む教
育・保育の工夫」というふうに掲げられていたが，子ども
たちが主体的に取り組むという言葉は，幼児教育に限らず，
小学校・中学校・高等学校全ての子どもたちの教育の中で
とても大切にされている。

・�　「環境構成」に焦点を当てて保育に参加した。子どもが活
動が終わってもまたチャレンジできる環境や子ども一人ひ
とりの「やってみたい」を尊重する環境が丁寧に準備されて
いた。また，粘り強く試行錯誤する子どもの姿が見られた（例：容器に水を入れる工夫）。この姿は，
文部科学省の動画「遊びは学び，学びは遊び，やってみたいが学びの芽」を体現しているようで
あった。主体性には「粘り強さ」と「自ら取り組む」という２つの側面があることが示された。

・�　遊びや活動の後，クラスで振り返りを実施し活動を共有していた。振り返りによって，子ど
もたちは楽しかったことを心に強く残し，学びの定着や自己肯定感の向上につながる。振り返
りの実践は鹿児島市の小中学校でも推奨されており，一人の学びがみんなの学びにつながるよ
うな保育の展開が期待される。

・�　個人テーマを設けた園内研修が推進されており，そのスタイルは素晴らしい。「学び続ける教師」
であることは，子どもたちに関わる教師にとって非常に大切である。研修の際は「子どもの姿で
語る」ことを重視するとさらにまたパワーアップする。

＜研究発表（谷山善き牧者幼稚園）の振り返り＞
・�　「個」と「集団」の２要素に分けて機能・役割が整理され，事例に沿って分かりやすく説明され
た。子どもは個と集団を行き来しながら，お互いに補完し，相乗効果を生み出し，成長していく。
この研究は，今後の保育において，子どもを新たな視点で見つめ，集団とのつながりを意識す
るヒントとなった。

・�　保育の構成要素として「環境」「教師」「子ども同士の関わり」が重視された。子どもを中心に，
教師や子ども同士のやり取りの中で，愛情，信頼，思いやり，認め合い，相手の立場を考える
力など，多くの資質が育まれることが示された。

＜まとめ＞
・�　支援が必要な子への配慮は，全ての子どもにとって有益な支援となる。支援が必要な子への
関わりだけでなく，すべての子どもにとって良い支援となるよう，ユニバーサルデザインの視
点で保育環境を整備すること。子ども一人ひとりの違いを認め，「みんな違ってみんないい」と
いう存在として，その良さを集団の中で活かすことが重要である。

・�　集団はクラス全体だけでなく，小集団も含まれる。幼稚園やこども園でも，小さな集団をう
まく活用し，それを全体の集団につなげていく視点が有効である。

・�　集団活動に入りにくい子どもがいる場合，教師は一人で抱え込まず，他の教師と協力しなが
らチームで対応することが重要である。保育にはチーム力が不可欠であり，困難な状況では互
いに語り合い，チーム全体で子どもたちのために進めるべきである。

・�　非認知能力とは「目に見えない力」のことであり，自己肯定感，達成感，スモールステップで
の成功体験などが含まれる。幼児期は非認知能力を高める最適な時期である。教師だけでなく，
家庭とも連携し，子どもたちの非認知能力の育成を重視していく必要がある。

・�　子どもの「やりたい」という主体性を尊重しつつ，教師は子どもにとって何が大切で必要かを考え，
教師の意図性とこどもの主体性とのバランスをとりながら保育を展開することが重要である。
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